
市
で

は
明
春
四
月
一
日
が
市

政
三
十
周
年
記
念
日
に
當
る
の

で

こ
の
記
念
日
の
式
典
な
ら

び

に
記
念
行
事
計
画
に
つ
い
て
第

一
回
の
記
念
事
業
企
画
委
員
曾

を
開
い
て
打
合
せ
た
結
果
市

と

し
て

は
歴
史
的
な
記
念
式
典
で

も
あ
り
行
事
は
明
年
宮
崎
博
の

前
奏
と
し
て
も
全
市
民
の
祝
典

盛
り
澤
山
な
記
念
行
事

市
政
三
十
周
年

１
正
門
　
２

テ
ー
マ
塔
　
３

総

合
開
発
館
　
４
電
氣
科
學
館

５
宮
崎
館
　
６
全
國
産
業
館

７
同
上
　
８

農
業
館
　

９
水
産

館
　
1
0
特
設
館
　
1
1
同
上
　
1
2

近
代
生
産
館
　
1
3
觀
光
め
ぐ
り

1
4
　
觀
光
館
　
1
5
ス
ポ
ー
ツ
館

1
6林
産
館
　
1
7
ア
メ
リ
カ
館

1
8南
方
館
　
1
9貿
易
館
　
2
0
野

外
ス
テ
ー
ヂ
　
2
1電
信
電
話
館

2
2郵
政
館
　
2
3
新
聞
館
　
2
4
専

賣
館
　
2
5特
設
館
　
2
6
ミ

シ
ン

大
な
も
の
で
來
年
早
々
工
費
五

千
万
円
で
着
工

の
計
画
で
す

な

お
恒
久
施
設

に
三
百
坪
の

近
代
生
産
館
と
百
坪
の
觀
光
館

で
博
覽
會
終
了
後
だ
ゞ
ち
に
近

代
生
産
館
は
宮
大
の
雨
天
体

操

場
に
觀
光
館
は
体
操
器
材
格
納

庫

に
當
て
ら
れ
る
事
に
な
つ
て

を
り
ま
す

。

圖
　

説
　

明 來
秋
宮
崎
市
で

ひ

ら

か
れ
る
南
國
宮
崎

産
業
博
覧
會
も
い
よ

い
よ
會
場
の
設
計
計

画

が
ま
と
ま
り
ま
し

た
こ
れ
に
よ
り
ま
す

と
場
所
は
宮
大
工
學

部
と
學
藝
學
部
の
北

側

の
敷
地
四
万
坪

が

當
て
ら
れ
、
建
物
が

三
七
（
三
千
坪

）の
廣 婦

人
子
供
館
や
電
氣
科
學
館
も

主
な
施
設
案
完
成

と
し
て
盛
大
に
行
う
方
針
で
行

事
に
つ
い
て
は
取
敢

ず
十
月
十

五
日
ま
で
に
各
課

か
ら
計
画
案

を
取
り
ま
と
め
、
更
に
企
画
委

員
會
で
檢
討
を
重
ね
た
上
、
最

後
的
な
實
施
案
を
作
つ
て
行
う

方
針
で
あ
る
が
尚
商
工
會
議
所

の
協
力
を
求
め
て
行
事

を
進
行

ず
る
方
針
で
あ
る
。

大
体
計
画
の
話
題
に
上
つ
た

行
事

は
四
月
一
目
の
記
念
式
典

に
は
自
治
功
勞
者
の
表
彰
式
、

自
治

功
勞
者
物
故
者
慰
霞

祭
を

は
じ

め
記
念
行
事
と
し
て
は
四

月
の
春
季
を
期
し
て
觀
光
と
秋

季
宮
崎
博

の
前
哨
宣
傳
と
か
み

合
せ
て
市
政
想
出
の
座
談
會
、

宮
崎
今
昔
寫
眞
展
体
育
祭
（
綜

合
的
に
行
う
）
農
事
品
評
會
、

市
民
藝
能
大
會
、
縣
美
術
展
、

宮
崎
新
民
謡
の
募
集
、
市
史
編

算
（

既

に
着
手
中
）
な
ど
の
ほ

か
記
念
造
林
果
樹
や
棕
梠
苗
の

配
付
、
動
物
園
、
遊

園
地

の
新

設
、
街

路
の
美
化
な
ど

が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

り
市
民
の
生
活
が
豊
で
明

る
い

雰
圍
氣
を
か
も
し
出
す
こ
と
も

望
ま
し
い
事
で
あ
り
ま
す
こ
ゝ

宮
崎
市
民
体
育
大

會
は
市
民
擧
げ
て
の

一
大
祭
典
で
あ
る
と

共
に
市
民
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ヨ
ン
と
し
て

よ
き
機
會
で
あ
り
健

全
な
宮
崎
市
の
建
設

に
は
市
民
が
協
力
し

合
う
事
が
必
要
で
あ

◇
締
切
及
び
送
付
先

締
切
　

昭
和
二

十
八
年
十
月

三
十
一
日
（
當
日
消
印
の

も
の
は
有

効
）

送
付
先
　
宮
崎
縣
企
画
局
論

然
し
乍
ら
だ
が
村
興
も
前
途

は
な
お
遙
け
く
現
在
實
積
ら
し

く
瞥
見
さ
れ
る
も
の
は
裾
野
の

一
点
縣
で
頂
上
は
雲
表
に
そ
び

え
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
ま
だ

と
し
て
勵
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
こ
れ
を
推
し
進
め

る
上
に
最
も
大
切
な
の
は
「
協

同
」
の
二
字
で
あ
り
ま
す
。
村

興
し
運
動
は
、
如
何
に
よ
く
協

同
の
力
が
結
集
さ
れ
る
か
に
よ

つ
て
効
果
が
左
右
さ
れ
る
の
で

今
般
縣
で
は
「
協
同
で
村
興
し

を
推
進
し
た
優
良
事
例
」
を
縣

賞
論
文
標
語
と
し
て
廣
く
募
集

し
こ
れ
を
周
ね
く
知
ら
し
め
て

村
興
し
を
更
に
促
進
す
る
一
助

と
し
た
い
の
で
奮
つ
て
應
募
し

て
下
さ
い
。

堆
肥
増
産
で
反
收
を
あ
げ
納

税
成
績
を
あ
げ

た
村
。

ハ
エ
、
ノ
ミ
、
カ
等
を
駆
除

し
、
人
畜
共

に
健
康
を
増
進
し

て
畜
産
振
興

の
實
を
あ
げ
た
部

落
、
堆
肥

増
産

の
結
果
得
た
賞

金
を
基

と
し
て
公
民
館
を
新
築

し
た
部
落
等
協
同
で
村
お
こ
し

を
推
進
し
て
い
る
事
例
は
極
め

て
多
い
の
で

す
。

村

お
こ
し

が
提
唱
さ
れ
て
既

に
三
年
文
字
通
り
全
縣
的
運
動

と
し
て
展
開

さ
れ
各
村
各
部
落

さ
ま
ざ
ま
な
成
長
を
と
げ
て
い

る
こ
と
は
誠

に
心
強
い
も
の
が

見
ら
れ
ま
す

。

例
え

ば
い
ろ
　
　

な
集
合
時

間
が
嚴
守
さ
れ
、
而
も
積
極
的

に
計
画
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
つ
た
村
、 村

お
こ
し
運
動

論
文
と
標
語
を
募
集

に
第

六
回

宮
崎

市
民

体
育
祭

を
よ
り
盛
大
に
開
催
し
て
趣
旨

も
一
層
高
揚
し
た
い
と
思
ひ
ま

す

。實
施
方
法

に
つ
き
ま
し
て
は

地
區
を
十
一
地
區
に
分
け

赤
江
地
區
＝
赤
　
小
戸
地
區
＝

小
豆
　
橘
地
區
＝
緑
　
大
宮
地

區
＝
紫
　
江
平
地
區
＝
黄
　
檍

地
區
＝
青
　
大
淀
地
區
＝
白

青
島
地
區
＝
白
地
に
青
　
木
花

地
區
＝
桃
　
瓜
生
野
地
區
＝
赤

自
轉
車
館
　
2
7
婦
人
子
供
館

2
8子
供

の
國
　
2
9
特
設
館
　
3
0

賣
店
　
3
1
即
賣
館
　
3
2
消
防
詰

所
　
3
3
映
画
館
　
3
4
農
機
具
館

3
5休
憩
所
　
3
6
休
憩
所
　
3
7事

務
局
　
3
8
救
護
所
　
3
9
出
口

4
0ガ
レ
ー
ジ
　
4
1倉
庫
　
4
2噴

水

地
に
青
　
倉
岡
地
區
＝
白
赤

十
一
月
八
日
縣
營
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
九
時
よ
り
陸
上
競
技

庭
球

籠
球

。
排
球
、
卓
球

、
相
撲
、

ラ

グ
ビ
ー
、
山
岳
、
弓

道
、
野

球

、
柔
道
、
劍
道
等
十
二
種
目

に
亘
つ
て
繰
廣
げ
ら
れ
る
事
に

な
り
十
一
地
區
に
て
榮
冠
の
獲

得

を
爭
う
わ
け
で
す
。

尚
申
込

は
十
月
三
十
一
日
迄

に
所
屬
の
團
体
長
を
通
じ
市
保

健
体
育
課
に
申
込
ん
で
下

さ
い

文
標
語
募
集
係

優
秀
作
品
に
は
知
事
賞
状
及

び
薄
謝
を
呈
す

▲
発
　
　

表

発
表
期
日
　
昭
和
二
十
八

十
月
の
長
期
予
報

下
旬
に
台
風
か
？

崎
測
候
所
へ
十
月
の
天
氣
の
見

二
百
二
十
日
も
す

ぎ
ひ
よ
つ
こ
り
現
れ

た
台
風
十
三
号

も
本

郷
を
そ
れ
ほ
つ
と
一

息

。
こ
れ
か
ら
穫
入

後
ま
で
無
事
に
す
ぎ

て
く
れ
れ
ば
作

物
の

被
害
も
免
れ
る
こ
と

に
な
り
ま

す
が
、
宮

透
し
を
聞
い
て
み
ま
し
よ
う

十
月
は
周
期
的
に
天
氣
が
變

り
三
日
乃
至
四
日
に
一
回
の
雨

を
見
温
度
は
上
旬

は
平
年
よ
り

や
ゝ
高
め
と
思
わ
れ
る
。
中
旬

か
ら
下

旬
の
始

め
に
か
け
て
平

年
よ
り
以
下

に
低
下
し
下

旬
の

見
込
に
は
一
時
高
温

が
現
わ
れ

雨
は
平
年
並
に
經
過
し
そ
う
で

中
旬

は
少
く
て
下

旬
に
台
風
性

農
山
漁
村
に

お
け
る
協

同
体

制
の
利
点

と
必
要

性
を
強
調
し

た
も

の
、

標
　
語

題
名
「

協
同
で
村
興
し
を
推

進
し
た
優
良
事
例
」
と
し
、
如

何
に
し
て
も
良
き
協
同

が
な
さ

れ

る
に
至

つ
た
か
そ

の
結
集
さ

れ
た
協
同
の
力

が
如
何
に
活
用

さ
れ
、
ど
ん
な
結
果

を
生
じ
た

か
、
顧
み
て
更

に
よ
い
途
は
な

い

か
等
々
優
良
事
例
を
具
体
的

に
述

べ
ら

れ
た

い
。

論
　
文

内
容
及
び
樣
式

年

十
一
月
二
十
三
日

発
表
方
法
　
ラ
ヂ
オ
及
び

新
聞

に
よ
り
発
表
す

▲
其
の
他

１
應
募
原
稿
は
返
さ
な
い

２
入
選
作
の
版
權
は
縣
の
所

屬
に
歸
す

ラ
ミ
ー
は
有
望

市
で
苗
の
斡
旋

の
雨
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

現
在
の
所
台
風
が
現

わ
れ
て

い
な

い
の
で
何
と
も
い
え
な
い

が
台
風

の
出
現
の
周
期
か
ら
い

え
ば
十
月
下
旬
頃
本
縣
に
影
響

の
あ
る
台
風
が
あ
る
か
も
知
れ

な
い
、
記
録
的
に
云
え
ば
ル
ー

ス
台
風
が
一
昨
年
十
月
十
四
日

宮
崎
縣
を
荒
し
て
お
り
周
期
的

に
云
つ
て
台
風
の
襲
來
が
予
想

さ
れ
る
。

今
年

の
冬

は
平
年
に
比
べ
寒

さ
が
早
く
霜
降

が
早

く
特

に
縣

北
地

に
は
霜

が
早

く
現

わ
れ

る

だ
ら
う

。

ラ
ミ

ー
の
栽
培

は
現
在
宮
崎

市
で
は
主
に
倉
岡
地
區
で
栽
培

さ
れ
舊
市
内
約

九
町
歩
の
う
ち

七
町
五
段
が
同
地
區
で
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す

が
栽
培
の
成
績

は

非
常
に
よ
く
相
當
の
収
益
が
見

ら
れ
る
の
で
轉
換
作
と
し
て
來

年
は
新
植
も
倍
の
増
植
と
な

る

の
で

は
な
い

か
と
市
農
林
水
産

課
で

は
見
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
新
植
を
希
望
さ
れ

る

方
に
ラ
ミ
ー
苗
を
市
で
斡
旋
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
價
額

は
上
苗
一
本
一
円
二

〇
錢
で
す

希
望
者

は
十
月
十
日
頃

ま
で
に

住
所
氏
名

と
栽
培
面
積

を
市
農

林
水
産
課
へ

お
知
ら
せ
下
さ
い

市
民
の
聲
を
直
せ
つ
録
音
に

よ
つ
て
收
録
を
行
な
う
こ
と

に
つ
い
て
は
す
で

に
色
々

と
お

知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が

す
で
に
そ
の
第
一
号
第
二
号
を

過
日
宮
崎
放

送
局

の
御
協
力
に

よ
り
ま
し
て

ロ
ー
カ
ル
放
送
「

言
い
た
い
こ

と
、
聞
き
た
い
こ

と
」
を
通
じ
て
一
般
へ
の
放
送

を
行
な
い
ま
し

た
。

今
後
も
ど
し
　
　

皆
さ
ん
か

ら
御
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て

お
り
ま
す

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い

市
民

の
聲

を

市

は
次
の
要
領
で
職
員

の
採
用
候
補

資
格
試
験

が
行
わ

れ
ま
す
。

一
、
募
集
職
種

雇
　

三
級
　
四

級
職

二

、
受
験
資
格

１
　
學
歴
　
新
制
中
學
卒
以
上
（
同
等
の
學
力
を
有
す

る
者

を
含
む
）

２
　

年
令
　
イ
、
年
令
滿
二
十
五
才
以
下

の
者

ロ
、
男
女
別
を
問
わ
な
い

三
、
受
付
期
間
　
十
月
五
日
よ
り
十
月
十
五
日
ま
で

四
、
申

込

先
　
　宮
崎
市
人
事
課

五
、
試
験
期
日
　

十
月
二
十
六
日
　
午
前

九
時

六
、
場
　
　

所
　
市

消
防
署
講
堂

資
格
試
験
が
行
わ
れ
ま
す

市
職
員
の
採
用
候
補

１
申
込
方
法

電
話
、
口
頭

、
文
書
い
づ

れ
で
も
結
構
で
す

か
ら
住

所
、
氏
名
、
年
令

、
職
業

を
弘
報
係
へ
御
通
知
下
さ

い
ま
す
と
係
員

が
お
宅
を

訪
問
し
て

収
録

を
行
な
い

ま
す

。

２
收
録
方
法

收
録
は
申
出
者
の
作
製
し

た
原
稿
を
本
人

に
直
せ
つ

讀
誦
し
て
戴
い
て
收
録
を

行

な
い

ま
す
。

３
收
録
時
間

原

稿
の
長
さ
を
三
分
乃
至

四
分

と
し

ま
す
。

四
、
発
　

表

月
一
回
（

予
定
）
宮
崎
放

送
局

の「

言
い
た
い
こ
と

聞
き
た
い
こ
と
」
の
ロ
ー

カ
ル
放
送
を
通
じ
て
発
表

す

る
。

「
市
民
の
聲
申
込
要
領
」

傷
痍
軍
人
の

方
へ
お
願
ひ

市
の
福
祉
事
務
所
で

は
氣

の

毒
な
傷
痍
軍
人
の
方
の
實
態
調

査

を
行
つ
て

を
り
ま
す
、
更
生

醫
療
の
給
付
及
び
補
裝
具
等
の

交
付
修
理
は
全
部
國

に
於
て
賄

い
ま
す
の
で

相
當
の
予
算

を
計

上
し
て
あ
り
ま
す
の
で

、
こ

の

際
對
照
者
は
至
急
市
福
祉
事
務

所

へ
申
出
て
下

さ
い

。

【
十
二
日
】
小
中
學
校
長
會

【
十
四
日
】
鉄
道
記
念
日

【
十
五
日
】
結
核
予
防
週
間
始

る
敎
育
委
員
會
定
例
會
、
秋

の
清
掃
（
二
十
二
日
ま
で
）

産
駒
品
評
會

【
十
八
日
】
靖
國
神
社
秋
季
大

祭
【
十
九
日
】
國
体
宮
崎
市
選
手

壯
行
會
、
特
殊
敎
育
九
州
地

區
研
先
會

【
二
十
三
日
】
南

九
州
総
合
開

発
審
議
會
、
電
氣
記
念
日

【
二
十
六
日
】
第
六
回
夜
間
勞

働
大
學
二
十
六
、
二
十
七
、

二

十
八
三
日
間
九
州
地
區
廣

報
主
管
者
會
議
宮
崎
市

【
二

十
七
日
】
沖
縄
輸
出
懇
談

會【
二

十
八

日
】
大
分
、
宮
崎
縣

境
開
発

實
地
踏
査

【
一
日
】
共
同
募
金
（
一
日
―

三

十
一
日
ま
で
）
茶
業
記
念

日
、
縣
畜
産
共
進
會
（
宮
崎

市
）
農
業
用
毒
劇
物
取

締
（

一
ヶ

月
間
）
（
同
）
納

税
貯

蓄
組
合
長
協
議
會
（
瓜
生
野
）

【
二

日
】
火
災
予
防
週
間

【
三
日
】
第
八
回
全
國
民
生
兒

童
委
員
大
會
（
徳
島
市
、
五

日
ま
で
）

【
四
日
】
あ
お
き
中
、
大
宮
中

宮
崎
、
小
戸
、
大
淀
、
江
平

瓜
生
野
、
木
花

、
内
海
各
小

學
校
運
動
會

【
六
日
】
自
轉
車
、
荷
車
の
調

査
【
九
日
】
二

十
八
年
産
米
供
出

割
當
會
議

【
十
日
】
眼

の
愛
護

デ
ー
、
全

國
和
牛
共
進
會
（
十
日
ま
で

）
北
中
學
校
運
動
會
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異
状
兒
の
間
題
の
特
別
講
演

（
敎
育
）
は
父
兄
と
社
会
と
敎
師
の
協
力
が
必
要

第
一
回
宮
崎
市
學
校
保
健
大
會
は
さ
る
九
月
十
二
日
午
前
九
時
か
ら
縣
立
圖
書
館
ホ
ー

ル
宮
崎
小
學
校
の
二
會
場
で
開
催
さ
れ
、
研
究
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
併
せ
て

九
大
精
神
科
講
師
池
田
博
士
の
「
い
わ
ゆ
る
異
常
兒
の
問
題
」
と
題
す
る
特
別
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

異
常
兒
そ
し
て
現
在
の
敎
育
に
つ
い
て
の
有
意
義
な
講
演
内
容
で
あ
り
ま
し
た
の
で
そ
の

一
部
を
抜
萃
し
て
紹
介
し
て
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

教
育
に
於
け
る
効

果
と
は
何
か

私
は
兒
童
の
も
つ
可
能
性
に

異
常
兒
の
問
題
は
理
念
的
に

は
醫
學
の
問
題
と
し
て
處
理
し

た
と
し
て
も
實
踐
の
面
で
は
敎

育
の
問
題
と
し
て
執
り
上
げ
ら

れ
て
い
た
。
敎
育
と
醫
學
の
接

し
て
い
る
領
域
で
あ
る
の
に
敎

育
の
面
か
ら
の
み
執
り
上
げ
ら

れ
過
ぎ
て
お
り
醫
學
的
な
介
入

が
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

効
果

と
は
兒
童
た
ち
の
能
力

の
絶
對

量
を
以
つ
て
計
ら
る

べ

き
で
な
く
そ
の
可
能
性
を
何
％

教
育
に
於
け
る
保

健
効
果
と
は
何
か

期
待
し
て
そ
の
能
力
を
伸
ば
し

つ
く
し
て
い
た
ゞ
く
こ
と
ゝ
思

う
。
そ
し
て
そ
の
不
利
に
な
る
障
害

と
色
々
な
條
件
を
除
く
こ
と
が

敎
育
に
於
け
る
ヒ
ー
マ
ニ
ズ
ム

で
あ
る
と
私
は
思
う
。

伸

ば
し
え
た
か
と
い
う
こ

と
で

決

め
ら
れ
る

べ
き
で

あ
る
。

そ
れ

が
で
き
な
い
も

の
な
ら

ば
異
常
兒
の
敎
育
は
原
理
的
に

成
り
立
た
な
い
。

湯
川
博
士
を
つ
く
り
だ
し

た
平

凡
な
知
ら
れ
な
い
敎
育
者
を
私

は
思
う
。

敎
育
の
目
的
は
秀
才
敎
育
で
は

な

い

放
つ
て
置
い
て
も
便
所
の
掃
除

を
す
る
生
徒
を
創
り
だ
す
敎
育

者
が
あ
つ
て
い
ゝ
の
で
は
な
い

▲
み
か
ん
特
六
〇
円
　
中
五

五
円
　
小

五
〇
円

▲
な
し
　

特
四

〇
円
中
五
五

円
　

小
五
〇
円

▲
か
き
　

特
五
〇
円
　

中
四

五
円
　

小
三
〇
円

▲
く
り
　
特
四
〇
円
　

中
三

五
円
　
小
三
四
円

▲
も
も
　
特

五
〇
円
　

中
四

五
円
　

小
四
〇
円

市

の
農
林
水
産
課
で

は
次

の

通

り
果
樹
の
苗
木

を
斡

旋
す

る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
希
望
者

は
十
月
七
日
ま
で
組
合
を
通
じ

て
農
林
水
産
課
へ
申
込
ん
で
下

さ
い
。
價
格

は
次

の
通
り

申
込
み
七
日
ま
で

果
樹
苗
の
斡
旋

お
願

い
す

る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
「

街
頭
募
金

は
う
る
さ
く
つ
て

困
る
Ｌ
毎
年
こ
ん
な
批
判

も
あ

り
ま
す
が
、
全
国
で
約
四
万
人

の
氣
の
毒
な
人
達
を
助
け
る
爲

に
皆
さ
ま

の
御
協
力
を
お
願

い

い
た
し
ま
す

。

目
標
は
一
四
六
一
、
六
〇
〇

円
、
昨
年
の
一
三
七
四
、
四
〇

〇
円
に
比
較
し
て
八
七
、
二
〇

〇
円
に
増
加
し
て
お
り
ま
す

。

こ

の
目
標
達
成
に
市
で

は
市

内
を
中
央
東
地
區
、
中
央
西
地

區
、
大
淀
、
犬
宮
、
檍
、
赤
江

倉
岡
、
瓜
生
野
、
木
花
、
青
島

の
十
地
區
に
分
け
民
主
委
員
や

部
落
世
話
人
（
共
賛
委
員

）
を

通
じ
東
に
皆

さ
ま
の
御
協
力
を

今
年
の
宮
崎
市
の
募
金

今
年
も
又
赤
い
羽
根
で
お
馴

染
の
共
同

募
金
運
動

が
十
月
一

日
か
ら
三
十
日
迄
全
國
一
せ
い

に
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た

。私
た
ち
が
明
る
い
氣
持
で
生

活
を
續
け
て
行
く
爲
に
は
助
け

合
つ
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

「
み
ん
な
そ
ろ
つ
て
し
あ
わ
せ

に
」
共
同
募
金
運
動
の
こ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
實
現
す
る
爲
に
皆

ん
な
揃
つ
て
赤
い
羽
根
を
胸
に

飾
り
ま
し
よ
う

更
に
小
學
校
一
年
生
當
時
女

の
先
生
の
担
任
で
成
績
も
二
、

三
番
を
下
つ
た
こ
と
の
な
い
生

徒
が
父
親
の
轉
任
で
六
年
の
時

に
佐
賀
に
轉
校
し
た
男
の
先
生

に
代
わ
り
又
知
ら
な
い
兒
童
ば

か
り
で
成
績
が
著
し
く
氏
下
し

た
。
親
は
し
き
り
に
喧
ま
し
く
い
う

が
花
形
で
な
く
な
つ
た
こ
の
子

供
は
だ
ん
　
　
と
出
來
な
く
な

つ
て
き
た
。

足
が
不
自
由
で
歩
け
な
い
兄

童
が
診
察
に
き

た
こ
れ
を
三
ヶ

月
入
院
さ
し
み
て
行
き
つ
い
た

そ

の
原
因

は
或
る
少
年

か
ら
な

ぐ
ら
れ
た
が
そ
の
親
が
フ
ン
ガ

イ

し
賠
償
の
問
題
ま
で

と
極
端

に
神
經
を
と
ぎ
ら
し
た
。
そ
の

結
果
が
起
立
歩
行
不
能
症
を
見

る
に
至
つ
た
例
で
あ
る
。

一
例
を
い
う
と

自
然
科
學
の
分
野
か
ら
言
う

な
ら
ば
異
常

と
は
平
均
か
ら
の

變
異
で

あ
る
こ
れ

は
い
わ
ゆ
る

學
校
教
育
の
常
識
で
あ
り
偏
よ

つ
た
考
え
方
で
あ
る
。
異
常
兒

の
問
題
を
執
り
上
げ
て
行
く

と

き
に
は
い
つ
も
身
体
精
神
、
社

會
構
造
を
執
り
上
げ
て
行
く
必

要
が
あ
る
。

異
常
兒
と
は
何
か

か
と
思
う
。

そ
う
い
う
敎
育
者
が
或
る
場

合
に
は
湯
川
博
士
を
育
て
は
敎

育
者
よ
り
も
高
く
評
價
さ
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ら
う
か

敎
育
の
効
果
は
す
べ
て
こ
の
伸

び
た
能
率
の
効
果
に
よ
つ
て
測

ら
れ
る
べ
き
と
思
う
。

六
ヶ
月
も
經
過
し
た
習
慣
は

な

か
　
　

矯
正
で
き
な
い

こ
の
よ
う
に
兒
童
の
單
に
身
体

を
見
、
能
力
を
見

る
だ

け
で

は

解
決
で
き
な
い
多
く
の
問
題

を

含

ん
で

い
る
。

こ
う
し
た
こ
の
子
供
が
ど
こ
に

逃
げ
こ
ん
だ
か
と
い
う
と
、
き

れ
い
な
服
を
着
て
行
か
な
く
な

り
辨
當
も
少
な
く
な
つ
て
き
た

し
か
し
夜
は
余
計
食
べ
る
の
で

親
は
心
配
し
な
い
で
い
た
が
そ

の
子
供
は
「
自
分
は
橋
の
下
に

す
て
ら
れ
て
い
た
子
供
で
家
は

い
ゝ
が
服
も
滿
足
に
着
せ
て
く

れ
な
い
し
御
飯
も
少
し
し
か
食

べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
い
つ
て
友
達
の
同
情
を

集
め
る
と
い
う
少
女
小
説
の
ヒ

ロ
イ
ン
的
な
存
在
と
な
つ
て
い

た
こ
と
が
、
六
ヶ
月
も
經
過
し

て
や
つ
と
判
つ
た
よ
う
な
一
例

が
あ
る
。

異
常
兒
を
見
る
と
い
く
つ

か
の
原
因
が
見
つ
か
る
。
ど
ん

な
に
良
い
條
件
で
伸
ば
し
て
や

つ
て
も
伸
ば
な
い
兒
童
が
い
る

こ
れ
は
こ
れ
で
よ
い

敎
育
効
果
と
い
う
も
の
は
た
つ

た
５
し
か
な
い
能
力
の
兒
童
な

ら
ば
一
生
か
ゝ
つ
て
そ
の
５
を

伸
ば
し
つ
く
し
て
や
る
。

こ
れ
は
完
壁
な
な
敎
育
と
い
え

よ
う
又
子
供
の
発
達
が
問
題
に
な
る

子
供
の
発
達
と
い
う
も
の
は
戸

籍
の
年
令
に
比
例
し
て
い
る
も

の
で
は
な
い
が
皆
そ
う
仮
定
し

て
い
る
。

醫
學
が
見
つ
け
て
き
た
こ
と
は

兒
童
の
発
達
に
は
二
年
位
の
差

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
年
人
の
後
を
歩
い
て
い
る
兒

童
が
あ
る
と
す
る
と
四
才
で
小

學
校
へ
行
つ
て
い
る
こ
と
に
な

り
人
に
つ
い
て
行
け
な
い
の
は

當
然
で
あ
り
面
白
く
な
く
ず
る

け
る
の
も
當
然
で
あ
る
。
そ
う

い
う
兒
童
は
思
い
切
つ
て
二
年

遅
ら
せ
て
人
が
六
○
才
で
死
ぬ

と
き
六
二
才
で
死
ん
だ
と
し
た

ら
一
生
と
し
て
は
同
じ
こ
と
だ

と
思
う
。

親
は
然
し
こ
う
い
う
兒
童
に
た

い
し
て
余
り
に
も
嚴
格
で
あ
る

こ
の
点
に
現
在
の
敎
育
制
度
の

欠
点
が
あ
り
又
反
省
す
べ
き
で

あ
る
。

能
力
の
後
れ
て
い
る
兒
童
は
身

体
的
に
も
遅
れ
て
い
る
こ
と
を

注
意
し
て
い
ら
れ
な
い
。

敎
育
と
い
う
も
の
は
人
間
に

關
す
る
あ
ら
ゆ
る
基
礎
的
な
判

定
を
基
盤
に
し
た
廣
い
應
用
的

な
人
間
學
で
あ
る
。

異
常
兒
の
問
題
を
眞
劒
に
考
え

る
敎
師
な
ら
ば
又
秀
才
に
も
鋭

近
く
お
手
許
え

基
本
選
擧
人
名
簿
登
載
予
想
者

を
回
覽
致
し
ま
す

い
目
を
注
ぐ
敎
師
で
あ
る
と
思

う
。
敎
育
と
は
飽
く
迄
個
人
を
對
象

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

敎
育
の
問
題
は
又
心
理
學
者
も

父
兄
も
社
會
も
敎
師
も
協
力
し

て
こ
そ
そ

の
効
果
を
擧
げ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
ゝ
思
う
。

當
市
選
擧
管
理
委
員
會

が
本

年

九
月
十
五
日
現
在

を
も
ち
ま

最
近
の
敎
育
は
兒
童
生
徒

の
自
主
性
を
大
巾
に
認
め
そ

の
能
力
に
應
じ
て
よ
き
社
會

人
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
從
來

の
師
弟
關
係
と
現
在
の
先
生

と
生
徒
の
關
係
は
そ
の
在
り

方
に
於
て
些
か
觀
念
的
な
變

化
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
意
味
か
ら
各
學
校
に
於

け
る
兒
童
生
徒
の
自
治
活
動

は
と
み
に
活
溌
と
な
り
、
生

徒
會
が
中
心
と
な
つ
て
學
校

の
自
治
運
營
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
洵
に
喜
こ
ば
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

然
か
も
最
近
は
單
に
校
内

自
治
活
動
の
み
に
止
ま
ら
ず

校
外
活
動
に
ま
で
発
展
し
、

各
部
落
を
主
体
と
し
て
、
小

と
は
既
に
周

知
の
通
り
で
あ

り
ま
す

。

更

に
そ
の
横
の
連
繋
を
緊
密

に
す

る
も

の
が
各
學
校
で

あ

り
宮
崎
市
に
於
て

は
宮
崎
市

學
校
自
治
協

議
會
も
結
成
さ

れ
て

お
り
ま
す
。
暑
中
休
暇

を
始
め
冬
季
、
春
季
休
暇
或

自
治
活
動
に
つ
い
て

兒
童
生
徒
の

中
高
等
學
校
を
繋
ぐ
自
治
組

織
を
以
て
學
習
に
、
補
導
に

お
互
い
の
話
し
合
い
に
よ
り

部
落
活
動
が
活
溌
に
實
施
さ

れ
て
お
り
青
少
年
の
不
良
化

防
止
に
、
團
体
訓
練
に
優
秀

な
成
果
を
擧
げ
て
い
ま
す
こ

は
お
祭
り
等
の
學
校
を
離
れ

た
自
治
活
動
に
こ
の
協
議
會

が
過
去
に
於
て
果
し
た
役
割

は
極
め
て
大
き
く
そ
の
功
績

も
ま
た
顕
著
な
も
の
が
あ
り

今
後
益
々
そ
の
活
動
を
必
要

と
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
論

を
俟
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
年
令
の
青
少
年
の
心
理

と
し
て
大
人
の
言
葉
に
は
反

っ
て
反
抗
心
を
起
こ
し
勝
ち

な
と
こ
ろ
が
夫
い
に
あ
り
ま

す
が
反
面
友
人
や
先
輩
の
言

う
こ
と
な
ら
殆
ん
ど
盲
從
す

る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
互
い
の
自
治
活

動
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
所

以
も
又
こ
ゝ
に
あ
る
の
で
あ

り
ま
す
。
然
し
な
が
ら
た
ゞ

單
に
彼
等
の
自
治
活
動
に
委

せ
て
お
く
こ
と
は
必
ら
ず
し

も
我
々
大
人
の
考
え
方
と
一

致
せ
ず
、
そ
め
こ
と
は
多
少

の
危
険
性
を
も
伴
な
う
こ
と

に
な
り
勝
ち
で
あ
り
ま
す
の

で
、
學
校
、
父
兄
、
致
育
關

係
當
局
は
相
連
繋
し
て
か
れ

ら
の
自
主
性
は
大
い
に
尊
重

し
っ
ゝ
適
正
な
指
尊
助
言
と

必
要
な
經
費
の
負
担
に
任
じ

な
け
れ
ば
十
全
と
は
言
え
な

い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

要
は
「

子
供
達
の
す
る
こ
と

は
危
な
く
て
」
と
言
っ
た
よ

う
な
大
人
の
既
成
觀
念
を
捨

て
ゝ
彼
等
の
良
識
と
自
主
性

を
信
頼
し
、
先
づ
彼
等
を
し

て

自
己

の
尊
嚴

に
目
覺
め
さ

せ
然
る
後
そ

の
福
利
義
務
を

適
確
に
把
握
し
ょ
っ
て
社
會

に
貢
献
す
る
自
治
活
動
が
期

せ
ず
し
て

生
れ
る
よ
う
側
面

的
援
助

が
必
要
な
わ
け
で

あ

り
ま
す
。

既

に
宮
崎
市
學
校
自
治
協
議

會
は
過
去
五
ヶ
年
に
亘
る
昔

々
た
る
努
力

の
結
果
、
校
内

自
治
に
部
落
活
動
に
一
應

の

基
盤
と
成
果
を
收
め
て
來
た

わ
け
で

あ
り
ま
す
。

希
く
ば
宮
崎
市
民
の
各
位

の
御
援
助
と
御
指
導
に
よ
つ

て
更
に
自
治
運
營
の
進
展
を

は
か
り
青
少
年
補
導
對

策
の

強
力
な
推
進
体

と
な
る
よ
う

御
協
力

を
お
願

い
致
し
ま
す

し
て
市
民

の
皆
様
の
住
所
に
基

き
選
擧
權

の
有
無
に
つ
き
調
査

い
た
し
ま
し
た
結
果
、
選
擧
權

取

得
の
要

件
を
具
備
せ
ら
れ
基

本
選
擧
人

名
簿

に
登
録
せ
ら
れ

る
と
予
想

い
た
し
て

お
り
ま
す

方
々
の
調
表

を
作
製

い
た
し
ま

し
た
の
で

、
近
く
御
手
許
へ
屆

く
様
手
配
中
で

あ
り
ま
す
か
ら

、
も
れ
な
く
御
回
覽
下
さ
い
ま

す
様
お
願

い
致
し
ま
す
。

な
お
こ

の
調
表
に
掲
げ
ま
し

た
方
々
の
外

に
も
調
査
洩
れ
等

も
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
左
記
事
項

に
該
當
さ
れ
ま
す

方
が
ご
ざ
い
ま
し
た
な
ら
ば
調

表
の
余
白
に
イ

ン
ク
等
で
明
瞭

に
１
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

轉
入
年
月
日
、
轉
入
前
の
住
所

を
御
記
入
下
さ
る
樣
願
上
げ
ま

す
。
又
記
載
さ
れ
て
居

る
方
々

の
中
で
現
に
他
市
町
村
え
轉
出

さ
れ
た
方
（
一
時
出
稼
中

の
者

病
院
、
療

養
所
え
入
院
加
療
中

年
令
計
算
の
基
準
日
本
年

十
二
月
二
十
日
に
名
簿
が

確
定
い
た
し
ま
す
の
で
昭

和
八
年
十
二
月
二
十
一
日

以
前
（
仝
日
を
句
む
）
に

生
れ
た
者
。

ハ
、
住
所
要
件
を
滿
す
者

九
月
十
五
日
ま
で
に
本
市

内
に
三
ヶ
月
以
上
（
六
月

十
六
日
以
前
）
引
續
い
て

住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る

こ
と
。

（
註
）

１
、
他
府
縣
で
修
學
中
の
子

弟
を
持
た
れ
學
資
の
大
半

を
仕
送
り
し
て
居
ら
れ
る

方
は
修
學
中
の
者
の
氏
名

生
年
月
日
、
學
校
名
を
記

入
し
て
下
さ
い
。

２
、
病
院
、
療
養
所
え
入
院

加
療
中
の
方
が
家
族
の
一

員
で
あ
る
場
合
は
、
常
市

に
選
擧
權
が
在
り
ま
す
の

で
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
及
び
入
院
療
養
先
を
記

入
し
て
下
さ
い
。

３
、
保
安
隊
員
で
一
等
保
安

土
補
以
下
の
保
安
官
（
一

般
隊
員
）
で
當
市
に
生
活

の
本
拠
が
あ
り
と
認
め
ら

る
る
者
の
留
守
家
族
の
方

は
そ
の
方
の
氏
名
、
生
年

月
日
及
び
入
隊
先
を
記
入

し
て
居
て
下
さ
い
。

４
、
他
市
町
村
か
ら
當
市
の

大
學
え
入
學
中
の
方
で
も

こ
の
調
表
に
登
載
さ
れ
て

い
る
者
を
御
存
知
の
方
は

備
考
欄
に
「
學
生
」
と
記

載
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

５
、
欠
格
事
項
に
該
當
の
方

は
名
簿
に
登
載
す
る
事
が

出
來
ま
せ
ん
。

○
選
擧
權
を
有
す
る
者

イ
、
日
本
國
民
で
あ
る
こ
と

ロ
、
年
令
滿
二
十
年
以
上
の

者

◎
名
簿
に
登
録
せ
ら

る
べ
き
者

の
者
を
除
く
）
竝
び
に
市
内
の

他
に
住
所
に
移
轉
さ
れ
た
方
及

び
氏
名
、
生
年

月
日
等
を
御
存

知

の
方
又
は
誤

記
が
あ
り
ま
し

た
な
ら
ば
、
備
考
欄
え
そ

の
旨

記
載
し
お
き
下
さ
る
樣
併
而
御

願
申

上
げ
ま
す
。

２
　
回
覽
い
た
し
ま
す
調
表

は
皆
様
方
の
大
切
な
權
利
を
生

か
す
爲

の
大
切
な
資
料
と
い
た

し
ま
す
の
で
速
か
に
御
回
覽
願

い
ま
し
て
世
話
人
さ
ん
え
御
返

し
下
さ
る
樣
願
上
げ
ま
す
。

記

みんな揃つて幸福に
十月一日から三十日迄

赤い羽根共同募金運動始る

市内の實際物價

九月十五日現在で市の統計係が集計した市内の實際

物價をお知らせ致します
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